
証券化不動産への投資について 

Ｊリート 

海外リート 

不動産私募ファンド等
への出資 

私募リート 

不動産を裏付けとする
債券 

CMBS、RMBS を含む不動産または

不動産担保ローンを裏付けとする
債券型不動産証券化商品への投資。 
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上記は、不動産証券化協
会によるアンケート調査の
中央値（平成２５年度） 
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証券化スキーム別
最近の投資残高 
（国土交通省調べ） 

Ｊリート 
９．１６兆円 

不動産 
特定共同事業 
０．５４兆円 

ＴＭＫ 
１０．１６兆円 

ＧＫ－ＴＫスキーム 
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１１．２３兆円 

今後の注目点 

介護・医療
リート 

ヘルスケア
リート 

インフラ 
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ファンド 

個人は、投信
などのファンド
を通じて投資 



証券化スキームについて 

実物不動産もしくは不動産受益信託権への投資 

・資産運用のために設立された投資法人が、不動産
等の取得、譲渡、賃貸等を行い、その収益を分配する
仕組み。 

・投資口（株式に相当）を上場することで幅広い投資
家から資金調達を行うほか、年金など機関投資家の
資金を集める非上場リートも存在。 

・資産の流動化のために設立された特定目的会社
（TMK）を利用して、予め定められた「資産流動化計

画」に基づき、投資家・金融機関から資金を集めて資
産を取得し、資産から生じる収益を分配する仕組み。 
 
 

・証券化のために設立された合同会社（GK）が投資家
から匿名組合（TK）出資を調達し、金融機関のローン
と併せて不動産信託受益権を取得する仕組み。 
 
 
 

・主務大臣・知事の許可を受けた事業者（不動産会社
等）が投資家から資金を集めて不動産の取得、譲渡、
賃貸等を行う仕組み。 

・許可制度により不動産投資に関する能力（資本金要
件、業務管理者の設置等）をチェックした上で、事業
者が機動的に不動産取引を実施。 

Ｊリート（不動産投資法人） 特定目的会社（ＴＭＫ） 

合同会社（ＧＫ）－匿名組合（ＴＫ）スキーム 不動産特定共同事業 

出資口 

匿名組合出資 

優先出資 

出資 

不特定
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※国土交通省参考資料より弊社作成 

いずれのスキームも、借入をすることで出資部分の投資効率をあげようとすることがある。 
（根拠法：投資信託及び投資法人に関する法律） （根拠法：資産流動化に関する法律） 

（根拠法：会社法及び民法、私募規定は金商法） （根拠法：不動産特定事業法） 

手続きが容易なので、比較
的小規模の案件に利用 


